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当社子会社による上海支店の開設ならびに社名変更に関するお知らせ 

 

 

 当社連結子会社の大連レカム通信設備有限公司（本社：中華人民共和国遼寧省大連市、董事長兼総経理 伊

藤 秀博、以下、「大連レカム社」といいます。）は、平成28年３月25日開催の董事会（日本での取締役

会にあたります。）において、中華人民共和国上海市に「上海支店」の開設を決議し、併せて社名をレカム

ビジネスソリューションズ（大連）有限公司（中国語名：赉卡睦商务服务（大连）有限公司）に変更するこ

とを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．上海支店の開設について 

平成 28 年４月１付で上海市に大連レカム社において「上海支店」を開設し、ＬＥＤ照明の販売からビ

ジネスを開始することを決議いたしました。当社グループとしては、大連市、吉林省長春市に続く、中国

では三か所目の拠点展開になります。 

当社は、平成 25 年７月より日本国内でＬＥＤ照明の販売を開始し、中国国内においては当社子会社の

大連レカム社が平成27年８月より販売を行っております。大連でのＬＥＤ販売が軌道に乗ってきたため、

平成 28 年に入り新たな営業拠点として上海市においてテストマーケティングを実施してまいりましたと

ころ、ニーズが大きく市場性があると判断いたしました。 

上海市は、日本商工クラブに加盟する日系企業のみで2,400社を超え、日系企業の海外進出先としては

世界最大規模の都市であります。また、数多くの企業が組立加工を伴う工場の拠点として進出しておりま

す。現地の日系企業においては、人件費や物価が高騰していることもあり、経費削減の関心が高く、とり

わけ、製造工場においては、電力料金を下げたいというニーズが非常に高く、ＬＥＤ照明の導入に関心が

高いことが判明しました。 

当社グループにおきましては、１件当たりの販売金額が大きく、企業が集積しているため営業効率が良

く、ＬＥＤ照明に関するニーズが大きな上海エリアで事業を開始することにより、現地の日系企業に対し

て経費削減の支援ができ、当社グループの企業価値の増大に繋がるものと見込んでおります。なお、今年

度下期（平成 28 年４月～９月）においては、上海市でのＬＥＤ照明販売で約１億５千万円の売上高を目

標としております。 



 

 

２．大連レカム社の社名変更について 

  平成28年４月1日付けで、従来の大連レカム通信設備有限公司から、レカムビジネスソリューション

ズ（大連）有限公司（中国語名：赉卡睦商务服务（大连）有限公司）に社名変更することを決議いたしま

した。同社は、平成15年に当社の情報通信事業のアウトバウンドコールセンターとして設立し、中国で

のビジネスノウハウを蓄積し、ＢＰＯ事業の展開を開始するなど着実に成長してまいりました。同社は、

業容が拡がってきており、且つ今後中国全土であらゆるビジネス上のソリューションを提供する企業を目

指していくため、「レカムビジネスソリューションズ（大連）有限公司」に社名変更することといたしま

した。 

 

３．今後の見通し 

  本件による平成28年９月期の業績への影響につきましては軽微であると考えておりますが、今後、業

績予想の修正に必要が生じた場合は速やかに開示いたします。また、レカムビジネスソリューションズ（大

連）有限公司は、平成30年以降の中国新興市場での上場を目指しており、当社グループの企業価値向上

に貢献してまいります。 

 

以上 


